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今月の１枚

１年遅れの東京オリンピック２０２０も

終わりました。この写真は、馬渡利徳さん

から提供いただいたアルバムの中の１枚で

す。１９６４年（昭和３９年）５７年前の

東京オリンピックの時、聖火

は壱岐にもきました。撮影場

所もランナーもわかりません

が、多分、聖火リレーの写真

だと思います。

残念ながら、今年もカラオケ大会は中止になりました。来年こそ開催でき

三密を避け・マスク・手洗いを忘れない

先月、行事予定で紹介していました将棋教室・レクレーションボッチャ

大会は壱岐市内での新型コロナウイルスの感染状況により中止にしました。

参加申込をされた方々にお詫びを申し上げます。次回、お楽しみに！

瀬戸納涼花火大会開催！
停滞前線の影響で、８月になり雨が

毎日のように降り続けました。

１５日の花火大会も開催が危ぶまれま

したが、天気が良くなり、少し、風はありましたが、午後８時３０分から９時まで、花火が打ちあげ

られました。来年は、３５周年になるそうです。今年以上の花火が上がることを期待したいです。

大会関係者の皆様、今年も目の保養をさせていただきました。ありがとうございました。

また、昨年同様、瀬戸在住の地域おこし協力隊高田望さん（フォトグラファー）に花火の写真の提

供をお願いしました。高田さんは、協議会の委員もお願いしていますが、地域づくり部会の活動にも

積極的に参加していただいています。

全国的に、新型コロナウイルスの感染者数が増加しています。長崎県も、とうとう１００人を超して

しまいました。

感染を防止しましょう。

なんやかんや

（お知らせ）

次の日程で「せとまちギャラリー」を開催します。近くに行かれたついでに観てください。

〇 期 間 ２０２１年８月２４日（火）～９月３０日（木）

〇 場 所 ①前田ガラス店屋外展示 ②箱崎漁業協同組合階段横掲示板（写真は違います）

〇 展示物 瀬戸幼小大運動会（主に小学校関係）写真

いよいよ、２学期が始まります。車を運転される方へお願い！！

松嶋医院からの大左右川沿いの大左右瀬戸線は、通学路になっており、多くの児童や幼児が通行

していますし、放課後には、子供だけで桜木橋を渡っている子もいます。子どもを交通事故に巻き

込まないように、また、交差点の旧農協支所側は雑草で、左側の見通しが悪くなっています。

是非、減速をお願いします。

９月１日は「防災の日」です 日頃から防災意識を持ち、

被害を未然に防ぐように心がけましょう

撮影：高田 望

お詫び 先月号で壱岐病院 森先生の名前を、森源基先生と書いていましたが

森源喜先生が正解です。本当に申し訳ありませんでした。



　　  

 

  

　

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

　 

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

  

  　

  　

  　

  　

  　

  　

　　　　　 

　

昭和６２年８月盆

だと思います。

昭和６０年代２年だけ綱引き大会がありました。公民館対抗で、

１トンのコンクリート台車を引くというイベントで、里帰りの

人も参加したり、大勢の見物客でにぎわいました。

見て応援するだけでは足りな

くて、少しでも加勢になれば

と、飛び出してきて、１ｔの

台車を押しはじめたご婦人が

いました。この２人は誰だっ

たのでしょうか？

私達はだ～れ
残念ながら、今年もカラオケ大会は中止になりました。来年こそ開催でき

ることを願います。・・・それで・・・昭和６２年のカラオケ大会の写真

でお楽しみ下さい。当時は、浦会青年部も若手は余興を練習し、披露して

いました。

大村浦会長 白石副浦会長 小島青年部長

熱唱 麦畑

今年は、密になるので合同の精霊船の行事はなく、漁協の桟橋から流

すだけとなりました。左は昭和６２年、ともえ住宅さんが精霊船準備中の

写真です。合同で精霊船を流すようになって３０年以上経過します。

お供え物などで、海をよごさないようにとのことで始まったと思いますが

まさにＳＤＧｓで、時代の先端を提案・実行されていた瀬戸浦々会だと思

います。ただ、たまに、親戚一同、家の船に乗り込み、沖へ出て、船べり

から花火をあげ、ワラでできた精霊船を流していたころを思い出します。

次の日は、お供え物や提灯等のゴミがいっぱい海に浮いていました。

安来節

なんの歌やったかわすれました


